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〖目的〗

ごの事業：、沖縄只甘＿＇1旦／移住者了ゾり及びアジア迂口等から1二秀な人物を選抜し、県仏］の

大学や県内企業、伝統芸能修得抵関で就学。研修させ、沖縄の歴史。文化・習慣の理解や、

県内企業でU)実務経験、県民との交伽を深め、平い1ミ的に本県こ出身国と U)：ドソトワーロ「）

逗け橋に崖；と、人材を育成！、もって、ド県との口開交流に寄芍忙しめることを目的とする。

〖事業のあゆみ〗

1903年、心県から1吐い各国への浩り移住が始！一つて以降、

芸などの独自のニミュニティーを作り活動している。そういっ

とし、沖縄県が昭和 44年に海外留学生受入亭業を開始、

バ：を受入れで以来、「アシア諸国等誓‘'：生」等を／＂〗め、これま

(） 1 4人を'.-t人れているい

本事業で

日
•• 

①

-
A
 

一

留学生い「科目

研修を行う。

科目等履修生コース

-:-科目選担

(I年）

コース」 ま

の移住者］□ちは各国で県人

を対象

リビアかりの県系人子弟留学

1 5カ11|1地域から U)ベ

は「伝綺芸n且修得コースiにて就字

I 県内の各欠学で科目 とし

i
|
 

します。

B:日本語＋科目選択十企棠等研修

(1年） （6ヶ月）

科目）履修修了後、実際に県四（／）企業に入って研修し

ます。

②
 

伝統芸能修得コース

月）

＿1-伝統芸能 0 工芸研修

(9ヶ月）

日本語学校で：｝ヶ月学んだ後、

i交・教ー：。い没で 9ヶ口

実施します。

日本語学校は研修生の語学力により判断

漆器、紅型、三訪［作成、花笠作成、琉球和乳＼沖縄料五）、笠手等



［運営体制］

沖縄県からの委託をうけて、（公財）沖縄県国際交流・人材育成財団（以下「財団」。）が

沖縄県と連携しながら当事業を実施した。

留学生の選考・決定については、財団が各国の推薦機関へ留学生を公募し、推薦のあっ

た候補者から県と協議のうえ決定した。

受入が決定した後、各々の大学や研修機関へ出願、受入許可を得て就学・研修を行う。

公募・受入決定
9’',＇’’',’二＝

l各国推薦機関

県人会、公的機関

県内大学・研修機関

・人材育成財団

受入許可
・研修

【本年度ス ケ ジ ュ ー ル 】

4月初旬

4月中旬

5月 14日

5月 29日

県費留学生来沖

就学／研修、沖縄での生活の準備

沖縄県副知事表敬及びオリエンテーション

第 1回定例会・懇親会

6月 15日～19日I移民パネル展

8月 15日～16日1国頭民泊研修

9月 7日 第 2回定例会

沖縄県庁

財団

沖縄県庁

．国頭村内各施設

財団

11月 7日～8日 1JICAフェスティバJレ令ブース出展。ワークショップ I沖縄国際センター

I 
12]ご：口'、][],  I :］ 3「丘

2月叫 il ~21日 IJ I CA1五り兵海外移イ］冒睾斗館。舟買占中華街祝：；i： I柏（仄国際センクー

2月以｝日 I ~；―、i 4 
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【プログラム

① オリエンテーション

日程：平成 27年 5月 14日

場所：沖縄県庁

目的：沖縄での留学生活について知る。

内容：沖縄での留学生活がはじまった留学生は、この事業の目的、ウチナーンチュ子

弟等留学生として留意することと義務の確認、大学や研修機関での生活につい

て確認しあいました。

これから共に過ごす仲間たちと初めて出会い、不安と期待、そして希望を胸にウ

チナーンチュ子弟等留学生としての第一歩を踏み出しました。

② 安慶田副知事表敬

日程：平成27年 5月 14日

場所：沖縄県庁 第1特別会議室

目的：安慶田副知事へのご挨拶。

内容：安慶田副知事を表敬し、自己紹介では、各々沖縄での留学への抱負を述べ、

慶田副知事から「沖縄と母国をつなぐ架け橋になってほしい」という激励の言

葉をいただき、留学生も少し緊張していましたが、表敬はとても和やかに進み

ました。



③ 移民パネル展

日程：平成27年6月 15日～ 19日

場所：沖縄県庁 1階エントランス

目的：海外移住者について広く県民に伝える。

内容： 6月 18日の「海外移住の日」に合わせて毎年行われる「移民パネル展」へ、

留学生が各々の国のパネルを作り出展しました。

出身国毎に工夫を凝らして作ったパネルは、 5日間にわたり県庁に展示してい

ただき、多くの県民の皆様に海外移住者のこと、それぞれの出身国のことを紹

介することができました。

④ 移民の日交流会（主催：パンアメリカン連合会）

日程：平成27年6月 18日

場所：那覇セントラルホテル

目的：移民の日交流会へ出席し、県民との交流を深める。

内容： 6月 18日の「海外移住の日」は 10 7年前に日本初の海外移民が行われた日

です。

毎年その日にパンアメリカン連合会が主催する「移民の日交流会」にて、ウチ

ナーンチュ子弟等留学生が招かれました。留学生は「島唄」と「安里屋ゆんた」

を歌、三線、エイサー、踊りとともに披露し、会場のみなさんも一緒に歌って

くださり大盛り上がりでした。たくさんの方から大絶賛をいただき、とてもす

ばらしい一日となりました。



⑤
 

日程：平成27年 8月 15日～ 16日

場所：国頭村内各施設

目的：民泊を通して、沖縄の文化や自然について学び、県民との交流を深める。

内容：今回の研修では、国指定無形民俗文化財に指定されている「安田のシヌグ祭り」

への参加や、「ヤンバルクイナ生態展示学習施設」の見学など沖縄の文化・歴史

や自然について考える研修となりました。

特に、一般の民家に一晩泊まる「民泊」では、三線教室やサーターアン

作りなどの沖縄の文化に触れることはもちろん、国頭や沖縄のことについて多

くの事を学びました。そして、受入れてくださった方々は留学生を本当の子や

孫のように温かく迎えてくださり、「いちゃりばちょーで一」の精神をはじめ、

地域の沖縄の暮らしや文化を肌で感じることができ、留学生にとってとても有

意義な時間となりまし

⑥
 

おきなわ国際協カ・交流フェスティバル (JI CAフェスティバル）

：平成 27年 11月 7日 ブース出展

平成 27年 11月 8日 ブース出展・ワークショップ

場所：沖縄国際センター

目的： JI C Aフェスティバルに参加し、県民との交流を深め、自国の紹介をするこ

とにより、国際理解・協力を呼びかける。

日

内容： ］TC A 7:!:.スデりゞJレ吐、沖縄県

内外0)国際交硫。励力に閃；i） i) 0) 

る1叶休が行っている沖縄応いの国際

「，交流：こパ‘J-1ーロ

(}）拡大とらこ）川の促進

際センクーで開化' れ：てい

ま

-‘‘ 、… たヽだし＼

ニドバの通

プース

しヽ 畳界

し、

みなさん（こパネル知、

しより

仙って自

ワークシ」ヅプを行し＼

クイズ 0)文化を紹介し、

した。 、J
、

c
 

ク



ショップでは、予想以上の人数の来場者が参加、「コトバが通じないなら、どの

ようにコミュニケーションをとるか？」を一緒に考えることができました。

⑦ J ICA横浜•海外移住資料館、横浜中華街視察

日程：平成28年 2月 20日～ 21日

: JI CA横浜・海外移住資料館、横浜

目的：沖縄県系人以外の移住者子弟と し、日本の海外移住の歴史を知る。

し、移住者による街作り、文化継承につし る。

: 1日目、 JICA横浜の小幡所長にご

挨拶したのち、海外移住者による街作

り・文化継承が盛んである横浜

と聞き取り調査を行い、そのエ

夫や考え方を知り、留学生は帰国後の

出身国と母国との架け橋となるため

のヒントを得ることができたようで

す。 2日目の JICA横浜で研修を行

っている日系研修生のみなさんとの意見交会では、「我々はハーフではなく、“ダ

ブル”だ」という意見をいただき、留学生の励みとなりました。 JI CA横浜

内にある海外移住資料館では、海外移住者の歴史を学び、移住一世のみなさん

の苦労や思い、新生活への期待を感じていました。

この 2日間の経験で、自身のアイデンテイティを確認し、帰国後や留学生プロ

グラム修了後の活動の指針を考えるきっかけになったようでした。



⑧ 平成27年度ウチナーンチュ子弟等留学生修了式

日程：平成28年3月 10日

平成 27年度ウチナーンチュ子弟等留学生修了報告会

平成 27年度ウチナーンチュ子弟等留学生修了式

懇親会

場所：サザンプラザ海邦

目的：留学生プログラムに参加しての報告

内容：本年度の留学生プログラムを全て終

し、沖縄での生活、学んだことに

ついてお世話になった県、受入機関、

国際交流団体、身元保証人の皆様に

ご報告しました。学んだ事はとても

多く、語りきれない経験、感謝もた
,9l911l●IIIIIIllIIll●ll’ll■I■1l禰疇 'III一

くさんありましたが、留学生はみな沖縄での経験を出身国でも活かすことを表

明しました。会場には、留学生が各受入横関で作成した成果物や、思い出の写

真を展示し、参列者の皆様がご覧になりました。

修了式では、厳かな雰囲気の中、沖縄県知事公室秘書広報交流統括監新垣秀彦

から、修了証書、記念品を受け取りました。

懇親会では、留学生による琉球舞踊、三線による余興も行われ、参列していた

だいた皆様にも楽しんでいただきました。

一年間お世話になった皆様への感謝の気持ちを持ち、留学生は「沖縄と出身国

との架け橋」としての第一歩を踏み出しました。



平成27年度ウチナーンチュ子弟等留学生名簿

小野英美

出身国／地域：アメリカ

沖縄県立芸術大学

音楽部科目等履修生

目取真久野フリア

恵子

出身国／地域 ：アルゼンチン

沖縄県立芸術大学

美術工芸学部 科目等履修生

具志堅リジア春恵

出身国／地域：ブラジル

琉球大学

科目等履修生

出身国／地域：台湾

沖縄大学

徐偏鈴

国際コミュニケーション学科

宮城ニコーリさおり

出身国／地域 ：ブラジル

名桜大学

科目等履修生

金城晃アレックス

出身国／地域 ：ポ リビア

伝統芸能修得コース

松本料理学院

ランジ親川マベル

出身国／地域：ペルー

沖縄県立芸術大学

美術工芸学部 科目等履修生

陳佑而

出身国／地域：台湾

沖縄県立芸術大学

芸術文化研究科研究生

陳要情

出身国／地域 ：中国

， 沖縄大学

国際コミュニケーション学科

安座間ウエチジョン

出身国／地域：ペルー

沖縄国際大学

科目等履修生

喜智

新井ブライアン隼人

出身国／地域：カナダ

伝統芸能修得コース

沖縄県三線製作事業協同組合

山中メガーン好美

カリスタ

出身国／地域：アメリカ

伝統芸能修得コース

沖縄県立芸術大学
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沖縄の音を通して学んだ事

・・・・・‘苔一

小野英美（アメリカ）

沖縄県立芸術大学

小さい頃は沖縄に対してぼんやりとした

イメージしかなくて、綺麗な海や独特な文

化などよく聞く謳い文句はおろか、ただ単

におばあちゃんや親戚に会いに行く場所と

しか思っていませんでした。大人になるに

な一つれてようやく自分のウチナーンチュとし

てのアイデンテイティと真剣に向き合うよ

うになり、両親が昔から勧めていた沖縄留

学を決心しました。

実際留学してみると昨日沖縄に来たばか

りでまだ何も始まってもいないという感覚

に陥ったと思ったら、毎日が忙しく充実し

ていてとても濃い 1年になりいつの間にか

終わりを迎えました。沖縄でやってきた事、

感じ取ったことをすべて言い表せられないぐらいに多くて、まるで夢のような 1

年間の体験でした。

沖縄県立芸術大学では昔からやっていた琉球舞踊を専攻しました。琉球芸能専

攻は人数も少ないからとてもアットホームな雰囲気でいろいろな流派、経歴を持

っている生徒、先生方に支えられながらの学校生活でした。留学生は代々1年次と

一緒に授業に出ますが、年の差を感じる事はあっても私をとても温かく迎え入れ

てくれて 1年たった今では全員とてもフランクに接せる友達です。舞踊専攻の

合は芸躁実技の他に組踊り冥オミ歌三線が必須科目です。そのほかに副科、＝ヽ

太鼓＼胡弓の器楽 s そして琉歌を勉強する詞章研究やウチナーグチを分析してい

〈音声学などの舞躁や琉球芸能の理解を深める授業を選択しました。器楽に関し

- ］ -



ては一切経験がなく未知の体譲で

したが、沖縄の音楽の理解を深め

るいい機会となりました。以前は

何気なく聞いていた曲とかでも、

三線の旋律や声だけでなく太鼓の

リズム、胡弓と三線との息の合っ

た音色、笛のアクセントなど

を傾けるようになりました。扮装

法という授業では以前から習いた

かった舞台化粧や髪結い、着物の着付けなども集中的に学べてとても勉強になり

ました。

大での授業と［ま他に、琉舞道場にも遼い1まじめ、昔からの夢だった舞踊

(])新人賞コンクールヘ向けてのお稽古にも励みました。アメリカにいた頃に通っ

ていた琉舞道場と同じ流派で、先生の指導がとても情熱的でした。道場も住んで

いる首里ではなく北中城と通うのが大変だったが毎週行って先生や先輩に会う

が楽しみでした。
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れでも県庁表敬や移民の日を祝

うパーティー、 JICAフェスティバ

ルから定期的にある留学財団での

定例会といろいろなイベントでみ

んなと楽しめたのはとてもいい思

い出です。イベントだけでなくて

も何気ない日々の会話や遊びに行

く約束、お互い忙しくて全員集ま

れるのは難しかったけどもその中でも築けた友情はとてもいいものでした。今後

お互い自分の国に帰っても、その国に遊びに行く理由、会いに行ける友達がいる

という気持ちです。

この一年間ではいろいろな事に挑戦

しようと決めて、積極的に舞台やイベ

ントに参加しました。まずは 6月には

10月の芸大での定期公演への出演、

演目を決めるオーディションに出まし

た。これは個人の流派の手で芸大の先

生方の前で踊り、その結果によって少

人数で踊ったり、大きい群舞などに出

るもので、年功序列ではなくあくまで

個人のスキルでの出演権でした。道場の先生にお願いして 2週間みっちり稽古し

て頑張りました。また、 8月には芸大での授業の一環として始めた笛の新人賞コン

クールに挑みました。完全な未経験から 4ヶ月と練習期間はとても短かったです

が無事に合格する事ができました。その後、 12月には新聞社主催の芸能祭にも初

めて地謡として笛を吹きました。結果は個人的には残念で思うように音を出せな

ったけ
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の先生の指導はなくすべて衣装からすべて自分

用意しとても大変でしたが自分の好きな踊り

を自由にでき学校で自分の流派の踊りを見せれ

る事は今でもとてもいい思い出です。

今年はいろいろな舞台に立たせて頂いたのもと

ても印象深かったです。今までアメリカでは年

に 2、3回しかないものがほぼ毎月出演に跳ね上

がりました。芸大での舞台ではオーディション

で出演権を得た定期演奏会、教職者研修の余興、

1月の学内演奏会など様々でしたがそのほかにも

大学行事での離島公演、芸大創立 30年を記念す

る式典など学校関連のもので外でも舞台に立つ

機会もありました。

！、e，•る

，も

か
之

； 
；ダー

一

特に離島に行けたのはとても印象深くて、生

れて初めて沖縄の離島に行けるチャンスを

学校がくれたのはとてもありがたかったでフ 0

では年に 1回、沖縄の離島へ出向き「移

動大学」というイベントを開き

何日か掛けて美術、音楽、琉球芸能の出張授

業を開きますが、その一環として本島の琉球

芸能を披露するメンバーの一人として 2泊 3

日で竹富島、小浜島に行く事になりました。

まず感じたのが海と島の青さで特に島は本島

と比べられないほど緑が色濃く印象出来でし

た。人もとても温か<.、いるし，る舞台

ら挨拶し

i
u
 

忘
]
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で
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また同じ公演で八重山の芸能も島民が披露してくれて、私がやっている本島の

踊り、歌三線の違いも見れて自分の芸能と比較出来て自分の踊りに活かせられる

と感じました。移動大学は結構ハードスケジュールで観光もあまり出来なかった

ですが、とてもいい経験で行ってよかったと思っています。

学校外でもいろいろな舞台に参加できたのもと初めての経験で新鮮でした。同

じ 1年生たちに余興に何度か誘われたりと同期でできるのがとても楽しかったで

すが、今年の中で一番思い出深い舞台は「綾庭の宴」です。芸大のクラスメート

に誘われて入ったもので約 3か月かけて稽古を進めました。この舞台はいつもや

り慣れている古典舞踊などではなく舞踊、エイサーなど様々な沖縄の文化芸能を

芝居やストーリーと混ぜ、沖縄の歴史と文化や思いをウチナーンチュたち本人に

伝えていきたいという趣旨のものです。舞踊部は 12人と結構な大所帯で、場面に

よっては台詞や演技もあったりとなれない事ばかりでした。出演演目も多いため

稽古量も多く、メンバーも仕事や学業でなかなか集まれなかったりととても大変

でしたし、花形であるだけに舞台監督の

目も厳しかったです。ですが本番に近づ

くにつれの舞台の緊張感、終わった後の

達成感は比べられないほどでした。獅子

舞や舞台制作、空手や演劇と様々な分野

で活躍している人達とも出会えて人と

縁を作れた綾庭の舞台に感謝してい

舞踊部のメンバーとも初対面だっ
゜
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とても仲良くなれてつくづく舞台に関わ

れてよかったなと思います。

この留学期間を振り返ってみて、人生の

分岐点となるような大事な年でした。 4

月に沖縄に来て以来、生活が芸能一色に

なって自分の未熟さに辛く思うことはあ

っても好きな事ができるとてもとても幸

せな 1年でした。書ききれないほどいろ

んな新しい出会いや再会がありましたが、一人ひとりと会えたことによって意識

や考え方に影響し、今の自分のあり方があると実感しました。

芸大で学んだ知識や技術ももちろんですが、沖縄の芸能、沖縄の音楽を通して学

んだ事はそれ以上です。実演家としての在り方、芸に対する考え、人との繋がり、

自分のルーツを見つめ直す大切な 1年でした。芸大以外での日々の生活もとても

有意義に過ごせて、心の底から沖縄に来れた事、他の 11人の留学生と出会えたこ

と、こんな貴重な体験を出来た事を嬉しく、感謝の気持ちしかありません。

ありがたい事に新年度から沖縄での仕事も決ま

り、留学生ではなくなりますが舞踊、古典三線

の新人賞コンクールに向けて稽古を続け、引き

続き琉球芸能を沖縄でやるチャンスをつかめま

した。この 1年間お世話になった親戚、友達、

先生方、すべての人にまだ同じ沖縄で生活でき

る事なりました。今年の留学で学んだ事を使っ

て今後沖縄、世界へ向けて恩返ししたいと思っ

ています。

-6-



うむいに色差

ジ親川マベル（

沖縄県立芸術大学

私の名前はマベルです。みょうじが二つあって、父方のみょうじ（ランジ）と、母

のみょうじ（親川）を普段から使っています。親川というお母さんやおじいち

ゃんのみょうじは沖縄がルーツでありながらも、家庭の中で沖縄の文化に触れた

ことはこの 26年間の間、ほぼありませんでした。私の心の背景には、ペルー

街並みと自分自身が 10オの時に関西から持ち帰った記憶や感情らが強く存

在していました。そんなこともあって、私の中で、私がふるさとと言えた場所

は間違いなく 7年間住んで育った土地、大阪でした。

そんな私が去年の夏、 36時間という長い時間をかけて沖縄にやってきまし←0

ペルーではなく、そして日本でもなく、沖縄の文化とのつながりを見つけ、深

ることを望んで、県の留学のプログラムに応募しました。一年間の間で、

縄からたくさんの知恵や経験、感情や思い出を得ること、そして家族や自

ハーソナルヒストリーをもっと大切にし、自分のウチナンチューさを発見して

いける機会が生まれるのではないかととても期待しながらこの冒険が始まり

した。
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とで、責任や家事のお仕事だけではなく、色々な出来事について考える時間が

増えたり、自分と向き合う機会が多くなったりしたので、この一年にとって適

切なスペースをつくれたと思いました。個人的に、何かに対して大きな決意を

とるというより、流れに身を任せて行動するタイプの性格だったので、一人暮

らしをすることで、自分がちゃんと思っていること、優先すること、望んでい

ることを大事にして行動することが増えました。この家庭できたえた能力を、

これから色んなものに生かせることができたら、とても心強いです。

、いまだにそうですが、沖縄ならではの暮らし方や工夫を自ら知ることで、

少し現地の人になることができたと思いました。台風の準備をしたり、一日に

何回もシャワーを浴びたり、豚肉を普段よりたくさん食べたり、しゃべる時に

方言を使ったり、傘が風で壊れて、合計で 5つぐらい買ったり、服を着たまま

ビーチに入ったり、知らないおじいおばあに話しかけられたり、と沖縄の人だ

からこそやる、言う、体験することを体験できたので％前よりウ

になっているのかな。。。と思ったりもします。ビギンの唄に出てくる歌詞の通

り、暮らしの中で、教科書でも学校でも学べない文化の大切な一部を学べるこ

とが出来たと思います。

チュー

この留学の期間で勉強する課題として工芸を選びまし

た。私は、ペルーでグラフィックデザインを勉強しま

したが、社会人として働き始めた時、手で物を作る機

会がほぼなくなったのでもっと感情や人間性を表せる

ものを作りたい気持ちでいっぱいになりました。

工芸は4分野に別れていて、前期ではその 4つ：染、

漆、陶芸、織を中心とした作品を作ることが出来まし

た。どの工芸も細かく、時間のかかるものでしたが、

間を18曰間 つ 完成し した。

後期では 2 ー） ゜
っと沖良〈し
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染めの授業では、沖縄の一番伝統的な紅型の基礎や技法 を作る作業がた

くさんでてきました。染料の作り方や、ひとつひとつの道具の使い方やこつを、

作品を作りながら学んでいきました。他に、色の実験など、見本を作る機会も

くさんありました。染という具体的な工芸をすることで、改めて工芸のグロ

ーバルな意味を理解することができたと思います。やっぱり色んな手仕事の価

値をより理解するためには、どれだけの苦労や知恵、時間が必要だったのか、

ら味わうということは大切なことだと思わされました。

古典紐翌の場合ぃ

ことを知りました。

具体的な冽とし

つつけるため

一ぶが豆席を

切汎ないくらし

゜

くさ

去、f,‘
4,t"}｛
 

9}'f 
ぅ
•A ●‘ 

.
9
 

”
9
9
9
9
 

・・・r,ミ¢
 

，
 ’
 

•f/

./ 屑

らかく

いに

か戸し＼

_，- r.5,・、ー'ti, 又•,． c^ ： 

—い、)



うこの技法に最も適切な道具です。紅型の長い歴史からして考えてみると、何

年の間をかけて、何人の手仕事をたどって、そしてどれだけの実験を重ねてこ

のルクジューというものが出来上がったのかはわかりませんが、簡単なプロセ

スではなかったということは明らかです。今回私は、職人さんという人たちに

対しての感心がとても深まりました。

別の例として、沖縄独特の藍染めに使う藍という顔料は、りっぱな工房でも完

璧につくるのが難しく、ただ単に材料をかき混ぜるという作業では済まないも

のです。温度や濃度を計ったり、足し算や引き算をしながら完成させてくもの

です。

古典紅型の模写を作った時などは、このような道具や材料をできるだけゼロから

く感じることが出来ました。

リ、詞置き色

で行った

作って使用したのでぢ達成感も普段の時より大

全ての作業：翌堀、筒引

し、水元糊伏芦地染喜

し見ること州出翠ま［た。
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ことであり、現地に対しての感謝と尊敬の気持ちを強くさせてくれるものだと

改めて思いました。又、現地の自然との距離や関係も深くなるんだと思います。

大学では、工芸の授業以外に、芸大祭のためにバンドを組んで

ライブペイントをしたり、スケッチ旅行で久高島へ行ったり、お正

メンバーで着物を着て先生方と一緒に初もうでに行ったり、バレー

や忘年会に参加しました。前期の最後の週には、南米でよくやるプレゼント

換をみんなとして、ほほえましい気持ちでいっぱいになりました。
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大学以外の面で、 留学生として、一年間の中で色んなイベントや行事に参

加することができました。この様々な行事を通して、色んな疑問を解決したり、

知ってもいなかったことに興味を持ち始めたり、自分の国のこと、そして沖縄

や移民のことについてもっと言屑べて、深く考える機会が生れたりしました。又、

色々な人たちと交流をしたり、旅行で自然を満喫したりもしました。ひとりひ

とりの県費留学生の成長をお互いに観察しながら、そして同じウチナンチュー

というルーツを持つ仲間としての共通点や違いを見つけることもできました。

移民の日に向けて、自分の国のパネルを作ったり、スピーチコンテストに出た

り、ペアーレというグループのために質問のパズルや自分の国の料理も作りま

した。

ジャイカのフェスティバルや絵本の読み聞かせでは、コミュニケーションにあ

たる言語や、トーンやジェスチャーの大切さについて考えることが出来ました。

私は沖縄に来て、すぐ沖縄の方言を学ぼうとしたのも、やっぱり現地にはやく

なじんでいくためのひとつの方法だと感じたからだと思います。沖縄に住んで

いるウチナーグチヘの好奇心はペルーには（ケチュア語に対して）なかなかな

いもので、いまだに感心してしまいます。日本語じたいも変化していってるの

で同じだと思いますが、方言を大切にすることは、現地のうむいを理解させて

くれる大切な道具でもあるんだと思います。

12 



この留学の期間を通して、ウチナンチューというひとつの言葉が自分の中で色

んな背景を持ち始めたような気がします。そしてこの場所に住んでいる色んな

人たちのうむいを少しでも共感できたと私は思っています。今年は、素敵な出

会いがありすぎたせいか、一番笑って一番泣いた年でした。沖縄に戻ってくる

理由の数が数え切れないくらい増えました。今後、このありがたみと誇りの感

情を大事にして、ペルーで沖縄の良さを共感してもらうために何かできたらな

あ、と思っています。
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イチャリバチョーデー

目取真久野フリア恵子（アルゼンチン）

沖縄県立芸術大学

最高のけいけん、たくさんの新しい友達、そ

して、大好きなこの沖縄と、とうとうお別れ

の時間がやってきました。

えきれないくらい、たくさんの学びがあ

りました。一年前は、どこへ向かって行くか

も、沖縄のこともあまり分からず、私の

さない、私の知らない場所へ、一人で来

ました。ですが、怖くなかったです。なぜな

ら、沖縄にくることが私の夢のひとつだっ

からです。夢がかなえられて、感謝の気持ちでいっぱいです。これからも、ま

だまだ成長や学びを得るために、また新しい目標立てていきます。

びんがたは、沖縄の伝統的な築の季差です。 いても竺初ー、労笥I-？寺戸月がか

l.l ：：：ヒ
j 今

らら

念
P

ら
9
]
 

J
 

→→ーふµ::,i,L!-.',•、

。テミilll『I ・・
・十 J i ｀ぱ3~-i 
一‘’,； ‘•I,.:.＂い

はすごl,'と思い

と想し
f

ら

し囚

<f 
！ごう！，ヽ :2 

[,) ゞ
~ ％ 

-o  

ー・入;-



この一年間は、私が想像した

り

日

つ

聞きなれな

ことはた＜

日

゜
り

つ

ふれないし、

だまだ

ションになってい

日常会話ができて、間違いはた＜

さんあるけれど、日本語で書くことも

たことが、アルゼ

゜
さんしんとエイ

ます。

また、沖縄へ来たことは、先祖とのつながりの旅でもありました。世界の色ん

び、アルゼンチンヘ帰っても続けていきたいと思い

、とても嬉しく思います。沖縄で

でも日本語の勉強を続けようという

—, 5 



な国に親戚がいることが分かりました。沖縄で初めて、私のおじいちゃんの写

真もみました。私のルーツをみつけることができ、絶対に離さず大切にしてい

きたいと思います。

日本といろいろな国についてまなんだけど

自分じしんの国についてもまなんだ。みん

なに、アルゼンチンについておしえたかっ

たから自分の国についてけんきゅうしたし、

自分の言語もみんなにちょっと教えた。ク

ラスメイトときゅうけいの時間でスペイン

語のレッスンをしました。

この旅で一番厳しかったことは、家族と遠く離れていることでした。寂しい時

やつらい時にそばにいて、ハグをすることもできないことは、大きなフラスト

レーションでした。身内の不幸でつらい時も、アルゼンチンにいる家族や友達

は遠く離れていても私を支えてくれて、見守ってくれて、心から感謝していま

す。そのおかげで、心を落ち着かせることが出来、沖縄での滞在を最高に充実

することが出来ました。

沖縄で得たもっとも大切なことは、ここで出会った美しい方々です。新しい友

達と、世界中にいる兄弟のような、新しい家族。これからは、それぞれ別々の

道で、別々の国でみんなバラバラですが、ずっと私の心の中にいて、ずっとつ

ながっています。
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沖縄に来るとき、アルゼンチンの友達と離れてしまうと思っていましたが、そ

の関係もさらに強くなりました。長らく話さなかった友達とも久しぶりに連絡

をとることが出来ました。自分の自身を再確認し、本当の自分とつながること

も出来ました。新しい人たちに出会い、その人たちからたくさん学びました。

最初は、一年間はとても長いと思っていました。ですが今は、とてもとても短

いと感じています。もっと沖縄にいたいです。本当の自分が出せる場所と人た

ちがいて、こんなにも幸せで、自分に自信があるのは初めてです。沖縄に来た

ことで、世界中に友達が出来、文化を学び、先祖とつながり、視野が広がりま

した。この気持ちをみんなにも伝えたいです。

この体験から芽生えた気持ちは、かけがえのないものです。大切な友達が教え

てくれた歌のように、 「この季節を持って帰りたい。無理なおみやげです」。

沖縄に何を残して、何を持って帰れば良いのだろう？ 6カ月前からこれを考え

て、涙がでます。今生きているこの素敵な時間は、二度と繰り遮すことのでき

ないものだと分かるから。。。
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でも人生はいつもそうです。すべての良い一時、集まり、ハグは、同じ状況や

タイミングで繰り返すことはできません。ですが、心の奥深くに残ります。幸

な一時は永遠に心の中に残しておきたいものです。これが文化の多様性の一

番素敵なところです。心も視野も広がり、すべての瞬間を大切にします。

これまで出会った全ての人々に心から感謝しています。人生は幸せになるため

にあるのだと再確認できました。知らない場所にいても、周りから優しくてあ

たかい人に囲まれたら、家のように居心地が良くて、安心できます。この気

ちは、全員が求めているものではないでしょうか？

言葉が、沖 です。
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だから、近いうち別れなければならなし と、

しょう！」
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充実してい

陳佑而（台湾）

沖縄県立芸術大学大学院

平成 27年9月 26日～10月4日

沖縄コンテンポラリーアートセンターで個展「Piecesof You」を開催、動

物をテーマとして、沖縄で制作した乾漆作品を展示された。展示期間はワー

クショップ「Letus become one」を行い、作品についてのトーク、そして沖

縄こどもの国からやってきた動物達と実際にふれあい、ヒトと動物が一体に

なる影絵撮影会を開催しt-「アゞノアノ・コミュニケーション 2015プロジェク

ト」計画の一部として、今回の個展を通じて、沖縄地域との交流ができた。
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平成 27年 10月25日／平成 28年 1月31日

沖縄こどもの国で開催された沖縄伝統競馬「ンマハラシー」を見学することが

できた。学外の時間は動物園でボランティアしながら、沖縄特有な動物、例

えば与那国馬、ヤンバルクイナ、ケナガネズミや豊かな自然生態について

色々と教えていただいた。

平成 27生11目7日～8日

坪綱 J 国除フェ テイ ア］し1こ参加竺 各国
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平成 27年 12月1日～8日

沖縄県立芸大の崎山キャンパスで芸術文化学後期博士課程の研究発表展

「不確かな実在」を開催、動物をテーマとして、沖縄に来てから学んだ乾漆

技法で制作した作品を展示した。同月 6日に博士課程の論文研究発表を行い、

博士課程に入って以来“近代動物園の発展と人間と動物の関係について”

をテーマとして二年間の研究成果を発表した。

平成 27年 12月10日～19日

学校の教授と学部生と一緒に京都と奈良へ日本の上代美術を見学しに行っ

て、主に飛鳥、奈良、平安、鎌倉時代のお寺や仏像を回って、日本の伝統的

な美術を自分の目で見ることができ、貴重な体験ができた。自分がやってい

る乾漆技法は日本に長い制作歴史がある伝統技法であるので、今回の古美術

研究を通して、漆の日本の美術の中での重要さがわかるようになって、漆作品

の美しさも自分の目で鑑賞できた。

，
 

合
＂,i
t
 

含
口`ヽ一ー

一

[u'-J 

9
,
 Ir.ILK 

ニ目―-

'~' 
、
Ji

/
r
 

[
[
[
 

ろ） % : -＝“,9  ←'>し

仁ぷ
しiニ

ーダ ；‘-0 

レJ こし 国 rっ

-22 



ることができ、同じ外国人として、日本文化に対する各々の視点から感じたこ

とを聞いた。そして入場された観客の方々からもさまざまな意見をいただき、日本

人はどうやって外国人のことを見ているのかも考えさせられた。

平成 28年 2月20日～21日

JICA横浜海外移住資料館に訪問させていただき、横浜中華街の視察や日系

研修員との話し合い、また海外移住資料館での移民の紹介をとおして各国から

日本に来た移民と日本から世界中に移住した人々の歴史を理解させていただ

いた。自分は移民の子孫じゃなくでも、将来はどうやって日本で学んだこと

と自分の国の文化を融合し、さらに双方のいいところが発揮できるようにな

るかについて深く考えさせられた。

県費留学生になってから間もなく半年が経った、奨学金のおかげで、日本の

文化を体験することができ、各国から来た県費留学生たちとも出会って、素晴し

い友たちができた。普段の学校生活であまり触れていない、沖縄人の移民の歴史、

そして移民の子孫が直面している自我の身分についてのことも教えていただい
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私の人生を豊かにしてくれた沖縄

具志堅リジア春恵（ブラジル）

琉球大学

はいたい！私は具志堅リジア春恵といいます。沖

縄系ブラジル人です。この一年間、琉球大学で日

本語を勉強していました。また、日本事情、沖縄

事情とうちな一ぐちの授業を受けていました。

日本語を勉強し始めてから、7年になります。日

の音楽がきっかけで、日本語に興味を持つよう

になり、サンパウロ大学の文学部で日本語とポル

トガル語を専攻していました。 2年前に卒業しま

したが、まだまだ日本語能力が足りないと気づい

たので、日本に留学しようと思いました。

チナーンチュとしてとても恥ずかしいことで

が、来沖する前は、沖縄は「暑い」 「海がきれ

い」 「サトウキビ畑が多い」ぐらいしか知らなかったです。それこそ、特に沖

縄に留学したいと思った理由の一つです。日本語を勉強するためだけではなく、

祖先のふるさとである沖縄のことをもっと知りたいと思い、県費留学に応募し

ました。

琉球大学で筆記テストと面接を受けてから、日本語の上級クラスである 1組に

入りました。日本語の聴解、読解、作文と講読の授業を受けましたが、その中

で聴解の授業は特に印象的でした。ニュースを通して日本語を学ぶというのは

面白いことだと思いました。ニュースには話題によって専門的な言葉が数多く

出るので、新しい単語や漠字をたくさん学べましたし、ニュースの聞き取り練

習をしたことで、日本語での聴解力が伸びたと思います。また、ニュースを通

して沖縄・日本・世界で起きていることを知るようになり、沖縄及び日本の理

解を深めることができたと実感しています。
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を生で見ることができ、貴重な経験となりました。また、アナウンサーと

会でアナウンサーの仕事について色々聞けたので、大変勉強になりました。

日本事情の授業では、日本の歴史、社会や文化の

成り立ちについて学びました。その授業で一番面

白かったのは、いけばなの歴史の勉強といけばな

体験です。いけばなは、ただ花をきれいに生ける

ことではなく、生け方には意味があるし、花を生

けることにより言葉で表せないほど深い感じにな

ることが分かりました。

沖縄事情の授業では、清明、ハーリー、沖縄の伝

統工芸、食文化、民間信仰などについて勉強しま

した。特に印象的だったのは、沖縄のお盆（旧

盆）についての授業です。私の家族はブラジルでお盆を祝いますが、沖縄と

なるところがあると気づきました。沖縄事情の先生がエイサー道ジュネーを見

に連れて行ってくださいましたが、それまでにエイサー道ジュネーについて何

も知らなかったので勉強になりましたし、エイサーが好きな私にはとてもいい

思い出になりました。

「琉球文化特別研究II」と「うちな一ぐちあしび」という授業でうちな一ぐち

を勉強していました。うちな一ぐちは難しいですが、沖縄で勉強したいとずっ

と思っていたので、私にとって非常に興味深い授業でした。

この 1年間、様々なことに挑戦してみました。たとえば、琉球大学で『竹取物

語』の日本語劇に出演しました。劇に出演するのは初めてでしたが、いい経験

になったと思います。劇は一人ではなくグループでやることなので、話し合い

や思いやりの大切さに改めて気づかされました。

また、琉球大学の留学生による日本語スピーチ大会に参加しました。原稿

くのは一番大変でした。テーマを決めた後、日本語の言葉で上手く伝えるぷう

にどうやって書けばいいのか、どこから書き始めたらいいのか、とても悩

-25-



いました。先生と相談しながら、何回も原稿を直したり、練習をしたりしまし

。日本語でのスピーチ大会に参加するのは初めてで、上級の部で 22名の参

いたのでとても緊張していましたが、入賞することができとても嬉しか

ったです。

外国人による日本語弁論大会にも出場させていただきました。当日に先生方、

友達、親戚も見に来てくれて、 「感動した」 「共感した」 「スピーチよかった

よ」などの感想を知らない人からも聞くことができ、嬉しかったです。私の伝

たかったことがちゃんと伝えられたのだと感じました。とてもいい経験にな

ったと思います。

らい、三線教室に通い

しかったですが、

に頑張っていました。

花」など、いくつかの曲を

トや沖縄・兵庫友愛キャ

た」「

けるようになり

宝」

した。

などで三線のパーフォマ をさせても

沖絹の文化を触れ， ノ
＼

た．,. '" -;、”̀I 
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’~19月～〇
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ブラジルのことを紹介する機会もいくつかありました。

った三つのイベントを取り上げたいです。一つ目は、

れた外国語絵本読み聞かせ教室です。ブラジルを紹介してからポルト

絵本と、その日本語訳の絵本を子供たちに読み聞かせました。最初は

いましたが、とてもいい経験でした。二つ目は、 JICAフェ

のイベントでブラジルのものを紹介したり、家族の移民につい

ラジルに関するクイズやワークショップをしたりしまし

日コンサートです。 BEGINという沖縄のバンドのI

ジルチームの一員として踊りました。私は元々 BE

でコンサートを見に行ったことがありますが、あのときはいつか沖

I Nと一緒に出演するとは想像もできませんでした。何よりぃ

し、友達と一緒に参加したことが嬉しかったで 7 O 

私のルーツである沖縄に来てから、家族のことを学んだり、よく考えさせられ

たりしました。家族の年多民についてのパネルを作るため、親戚から移

聞き、写真や書類を集めました。私の祖母がブラジルに向かってし

妊娠していたこと、船で生まれたおばさんの名前はその船

たことなどを初めて知りました。また、オ負浜研修で

ブラジル移民のことをより深く学べまし，ー。

かったですが、父が勧いていた号ンパウロ

と日本料理が一緒になっている食卓の戻示などを見て身近な慰じがしましぃ~゜
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琉球大学で平和学習をし、沖縄戦や米軍基地問題などについて学びました。沖

縄で初めて沖縄戦のことを聞いたとき、衝撃を受け授業中に泣いてしまいまし

た。私の祖母が戦争を体験したことを知っていましたが、どんなことを経験し

たのか、詳しくは知らなかったからです。しかし、戦争体験者の証言を読んだ

り聞いたり、戦場だったアブチラガマを見学したことで、沖縄戦はどんなに恐

ろしいことだったのか、少し理解できたと思います。ですから、今は祖母がそ

んなひどい経験をしたと思うと心苦しくなります。それまでは戦争は昔のこ

と、私とあまり関係ないことのように思っていましたが、平和祈念公園の平和

の礎に刻まれたひいおじいさんの名前を目にし、戦争をとても身近に感じまし

た。もし私が沖縄に来なければ、家族の移民や祖母が経験した沖縄戦のことを

ずっと分からないままだったと思います。

この一年間、多くの人と出会い、様々な場所に行き、知識を深め、自分自身が

変わったことを実感しています。最も大きい変化は、ウチナーンチュとしての

アイデンテイティが強化されたことです。今は、ブラジルだけではなく、沖縄

も私のふるさとだと思っています。この留学を通して、私はブラジルウチナー

ンチュであることをとても誇りに思うようになりました。沖縄は私の人生を豊

かにしてくれました。

【帰国したら．．．】

帰国後、教育業界を中心に日本語をいかせる仕事がしたいのですが、そのために

この留学で学んだこと、経験したことが非常に役に立つと思います。 12月に

受けた日本語能力試験N1の合格通知をもらったとき、この一年間で日本語能

力を上達できたことを確認し、沖縄に留学したかいがあったと実感しました。

この一年間、留学生や日本人にブラジルについて色々なことを聞かれましたが、

自分の国なのに分からないところが多いと気づかされました。ですから、母国

のことをより正確で詳しく説明できるように、ブラジルのことをもっと勉強し

ようと思っています。

沖縄では20歳以上の人はほとんど車で移動します。私はもう24歳ですが、運

転免許すら持っていません。今までは、それについてあまり気にしていません

でしたが沖縄に来てから運転できる若者に憧れるようになりました。日

哀
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来沖する前は、一年という長い期間、家族や友達と離れて

した。しかし、この一年はあっという間に経ち、ホームシッ

ませんでした。沖縄でさらに新しい家族と新しい友達ができたからです。

那覇空港に着いたとき、母方の親戚

が迎えに来てくれていました。初対

面なのに、とても優しくしてもらい、

安心できました。次の日に、琉球大

学の寮に引っ越しました。

に住むのは初めてで、どんなところ

なのか、これからはどんな人たちと

住むのか、とても心配していました

が、寮のみなさんは最初から優しく接してくれました。同じユニット

ちと仲良くなり、まるで家族のように、一緒にご飯を食べたり、おしゃべりし

たり、協力し合ったりし、毎日楽しい生活を送っていまし、＿。

旧盆に沖縄にいる父方の親戚と母方の親戚を訪ねました。父方の親戚に

うのは初めてだったので、正直緊張していましたが、とても親切にしてくれ

ました。 「沖縄に来てくれて嬉しいよ」ということを言われたと

しかったです。沖縄にいる親戚に出会えてとてもよかったです。

この一年間、世界各国から来た留学生と暮らしたり、勉強したりすることで、

異文化のことを学べましたし、新しいことにたくさん気づいたので、視野が広

がったことを実感しています。世界中の友達を作ることができてとても嬉しい

ことです。



また、県費留学生、市町村の研修生や日系人との交流ができました。同じルー

ツを持っている世界中の人たちが同じ場所に集まり、学びや経験を共用するこ

とができ、非常に素晴らしいことだと思いました。一緒に楽しい思い出がた＜

さんできてよかったです。

大学で留学生といる時間のほうが多かったですが、チューター、サルサのメ

バー、沖縄兵庫友愛キャンプのメンバー、 WYUAのメンバーなど、沖縄で日

本人との出会いにも恵まれました。皆さんのおかげで、ウチナーンチュの優し

さと温かさを肌で感じることができ、いちゃりばちょーで一という言葉の意味

がよく分かりました。

財団の方々、親戚の方、先生方、友達がいたからこそ、この留学は有意義にな

ったと思うので、心より感謝申し上げます。どうもありがとうございました。

いっペーにふぇ＿で一びたん。
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沖縄で本当の自分に出会った

陳要偕（中華人民共和国）

沖縄大学

私が沖縄の留学生活を初めて四年目になりました。もうだいぶ沖縄の生活に

慣れてきました。 10月に県費留学生として、他の県費留学生と出会って、様

なイベントや学習会に参加して貴重な体験になりました。

今年の 11月は私が通って

いる沖縄大学の学園祭でした。

去年からエイサ一部に入って、

もう一年間も練習しましたが、

本番の時とても緊張しました。

でも、他の皆さんの頑張ってい

る姿を見て、学校の周りのお婆

ちゃんお爺ちゃんも見に来てくれ

ている姿を見て、初めて伝統文化

の魅力を感じました。締め太鼓

と大太鼓の皆さんは汗がぽたぽたと流れていましたが、いつもよりかっこよく

見えました。

今年の四月福建省師範大学からの交換留学生

と出会って、師範大学の間琉エイサーというサー

クルのことを聞いて、自分が卒業して、故郷の福

州市に戻った後、このサークルに参加したいと思

Iヽ キ！七。二m+→め ＝碑m勁互台左吟め士 l+—。
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に対して私は嬉しくて悲しくて複雑な気持ちでした。沖縄の三線が様々な地域

々に愛されていることが本当に嬉しいです。一方、ウチナーンチュに学ぶ

が少ないことが悲しいです。三線と民謡の美しさを色々な国の人に伝

えたいと思います。私の故郷にも「三弦」と言う楽器があります。それは、沖

縄の三線の前身でした。いつか、沖縄で三線を学んだ私と故郷で「三弦」が弾

けるお爺ちゃんと一緒に同じ曲を弾くのが私の夢です。 24歳の私にとって、沖

縄は第二の故郷のような存在です。私は自分の故郷を沖縄の人々に知らせる義務

があるとともに、沖縄の文化を故郷の人々に伝える責任もあると思っています。

同月、 JICAフェスティバルに参

加しまた。今まであまり気にし

てない国の状況を知り、様々な

国の文化を学ぶことができま

した。自分の視野はまだまだ狭

くて、これから勉強すべきこと

がまだたくさんあると認識し

ました。 JICAで、色々な国の人

と出会って、沖縄でこんなに大

勢な外国人が暮らしている事

に吃驚しました。皆が頑張って勉強している、仕事をしている姿を見て、感動し

ました。今回の JICAフェスティバルで和服を着ました。エイサー部に所属して

いるため、よく浴衣を着る機会がありますが、和服を着るのは初体験でした。

12月、「沖縄県・市町村等

国際交流担当者連絡会」に参

加しました。国際交流関係の

l,¥"C i、
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非常に大事なことです。同じ地域に暮らしている人々は、国籍や民族に関係な

く、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく

ことが多文化共生ということを勉強しました。いわゆる、地域の包容性だと

っています。確かに、留学生として沖縄に暮らしている私には、今回の会議に参

加してみて、地元の人々も外国人に住みやすい地域を築くように、頑張って

とが分りました。これから、私も沖縄が「多文化共生」を掲げる県になるため

に、自分の小さな力でも貢献したいと思います。

は暖冬ですが、 1

の沖縄は段々寒くなってき

ました。上旬にグロ

リーダー大合宿に参加し

した。たくさんの人と留学

とおして交流して、

についても勉強しま

した。今回私のチーム

く、いつも笑

と話している彼女たちから

はとても暖かい感じ

いました、本当に感動しました。

2月6日、日本語弁論大会が行われました、私はスタッフとして参加しました。

留学生のみんなさんの素晴らしいスピーチを聞きました。平和についての= V 9ヽ

沖縄文化についての体験、又は異文化のコミュニケーションについての感想な

ど。沖縄にいる私の心の底の声

を伝えてもらいました。私も来

年弁土として参加できるよう

ニざ
s s ：二；

笑
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四日間を過ごしまし

た。兵庫県の皆さんと

一緒にスキーをして、

始めて雪を見た私はと

興奮しました。夜、

と一緒にカニ鍋を

べました。皆と一緒に

食べたから、いつもよ

り美味しかったです。

日晩御飯の後の交

会は私が一番好きな

した。皆と歌ったり、踊ったり、話しました。兵庫県の若者たちは異文化

に対する包容性がすごくあると感じました。兵庫県立兵庫高等学校に見学に行

きました。兵庫が生んだ沖縄の島守り誨島田叡さんのことについて教えてく

ました。沖縄県と兵庫県の深い交流の歴史についてもたくさん勉強しました。沖

と兵庫県は島田叡さんのおかけで今でも友好交流が続いています。「友愛と

は友を愛すること」と兵庫県の皆さんがよくいっていました。兵庫県にいる友を愛

している皆がいるから、沖縄県と兵庫県の友愛がずっと続いてくと信じてい

す。兵庫県広域防災センターにも見学しに行きました苓阪神淡路大震災につい

てたくさん映像資料を見ました、非常に驚きました。でも、現在の神戸の姿を

見て、誇らしい気持ちは悲しい気持ちよりも大きかったです。そんな大きな災

害を超えて、現在綺麗な神戸ができました。兵庫県の皆さんの勇気に感心してい

す。これからも兵庫県の皆さんは何の困難にも負けないと信じています。

-＇¥4-

2月20日ー21日まで、

JICA横浜に研修に行っ
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る陸さんが横浜中華

街の歴史について詳

しく紹介してくれま

した。

大変な時期もあった

けど、現在は観光地と

して、たくさん観光客

が訪ねてきています。

日本と中国の深い交

流の歴史の証のような

0 ---, 1-=-l —緒に ＿ ＿ 

研修しに行った日系人の皆は、中華街の歴史の勉強を通して、どうやってこれから

暮らす国で沖縄の文化を守るかということについてヒントが貰えたと思います。―

沖縄移民の歴史と世界のウテナーンチュについて勉強しまし

た。戦争の時期の沖縄の苦しさが分かったと同時に、今順l]にいる日系人の

沖縄の文化を学んでいて、ルーツである沖縄の文化を守りたい

を強く感じました。

学生としての半年、色々なイベントに参加したり、沖縄の文化を勉強し

たり、県費の皆と出会うことができて、とても幸せだったと思っています。

短い間でしたが皆と一緒に色々なことを勉強する経験は私にとって宝のよう'―

貴重なものです。理解すること、学ぶこと、守ることそして継続することはこ

の半年で私にとって国際交流について一番勉強になったことだと思っています。

理解して、学んで只守って次世代に伝える為、まず、自分ができるようになら

ればなりません。それと同様に、何かを始める前に、能力を身に付けないとい

けま［こ•｀ん。詈翌玄活はま尺二年間乞リますが沖繍と

＜
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おきなわと

徐侃鈴（台湾）

沖縄大学

充実の半年間でした。二年前沖縄に来て、日本語の勉強ばかり忙しくて、

あまり沖縄のことを深く学べなかった。沖縄大学に入って、日本語教員を目指

して、日本語教員養成課程を取ることが決まった。そして、 10月からウチナン

チュー子弟等留学生として、たくさんの体験をした。

養成課程のカリキュラムには日本語の構造、日本事情や日本人の言語生活等

に関する知識と能力を身につけるため、文法、音声、語学などの授業を履修しな

いといけない。このプログラムの終了であっても、今の勉強を続けていって、

日本語の教授に関する知識と能力を頑張っていく。

十一月外国語絵本の読み聞かせボランティアに参加した。子供たちに絵本を

通して台湾の文化習慣などを紹介する。選んだのは「ねずみのよめいり」とい

うえほんだった。子供の中にはこの物語を聞いたことある人が何人かいたが、

話の内容は実は中華文化と深く関わっていることを子供たちに伝えた。

して JICA沖縄国際協カ・交流フェスティバルを参加した。一ヶ月ぐらい事

前準備をし、ワークショップの「言葉の通じない世界」を作り出した。フェス

ティバルにはブラ

ジルや、南米、アフ

リカ、南アジアなど

出身の人たちが各

自の国家と文化を

戸可そしてお I.l兌まだ．

こ

可

゜
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沖縄大学では土曜教養講座が定期的に行われて、高畑勲監督が沖縄に訪れて、

学内に講演した。高畑勲さんの著書「アニメーション、折にふれて」を中心に

世代に伝えたいことを語っていた。数々の作品が台湾でも知られているので、

せっかくの機会なので参加した。

毎年行われる外国人による日

本語弁論大会には残念ながら出

られなかったが、お手伝いと、他

の県費留学生を応援しにいった。

弁論大会でぶくぶく茶の初体験をした。

そして、二月の上旬から春期休暇が始まり心
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、大乗寺の見学、三木防災公園の見学などとても有意義なキャンプだった。

1泊 2日の横浜研修は日本人海外移住資

料館見学と中華街の歴史を認識することだっ

た。移住資料館はハワイ、南米などの地域の

日本人移住の歴史の資料が展示されており、

た日系人がそれぞれの国や地域へどのよう

な経験や貢献をしていたのか紹介されている。

このプログラム修了後、私はまだ沖縄で勉強を続けていくつもりだ。この半

年間に、いろんな人と出会って、知識と経験を得て、沖縄のことをさらに好き

になった。沖縄は小さな島だが、島人の心の広さが強く感じられる。沖縄のこ

と応援していきたいと思っている。また、兵庫・沖縄友愛のように、台湾と沖

縄友愛の橋を築いていきたい。
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地球兄弟

安座間上地ジョン喜智（ペルー）

沖縄国際大学

「私があなたに惚れたのは。。。」

まぶや一、仏壇、さーた一あんだぎーとか、そういう

言葉を子供のときから結構聞いていたけど、本当に沖縄

のことは全然わからなかった。沖縄に惚れて、 「19の

春」ではないけど、沖縄との出会いは 15歳のときだっ

たと思う。あの時、ペルー北中城村人会の 15周年記念

日で、初めて三線を持って弾いてみた。三線のおかげで

ペルーの県、市、町、村人会の色々なイベントに参加す

ることができて、エイサーや琉球舞踊を見て沖縄の文化

に興味がでてきて、私もそれを学び始めた。

2005年、北中城村の研修生として、初めて沖縄に

来た。 3ヶ月で日本語や沖縄の文化などを学んだ。あの

時、日本語があまり出来なかったけどとても楽しかった。この短い時間で日本語

がよく出来なかったのに、沖縄が好きだという気持ちが強くなった。「もし、日本

語がもっと上手だったら、どうなるかな」とずっと考えていた。もっと沖縄のこ

とを知りたいと思いながら、日本語を勉強して、そして、数年間、三線、エイ

サー、歌う活動をしてきて、 20 1 5年に、やっと夢が叶った。一年間、沖縄人の

心を感じて、色々な生活や文化などの経験ができて、嬉しい。

「家族」、 mifami I ia. 

2005年に北中城村の研修生として初めて沖縄

に

と ゜

し1ー。

ヽ

ーーュー

と出会った。 「

」と緊張し

し
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した。その時から、この絆が強くなってきて、 「僕の沖縄の家族だ」と強

いる。きえいおじいちゃん、すずこおばあちゃん、そしてゆこねえちゃ

の気持ちが多くて言葉が足りないと感じている。また、ゆこねえちゃん

々教えてくれて、そして、アドバイスしてくれて、沖縄の生活が素晴らしい

経験になった。みなさん、 muchfsimasgracias! 

KOKU、お世話になりまし

沖縄国際大学に最初行った日、僕はとても不安だった。自分の日本語能力に自

信がなかったから、先生達と学生達とうまくコミュニケーションが出来るか、仲

くなれるか、とても緊張してた。でも、国際交流センターの人達と先生達がと

親切で色々指導してくれて、大学の生活がもっと楽になった。

日本語の授業で文法や作文な'-、

して今まで全然知らなかった日

と沖縄の歴史と文化を学ぶことが出

て、とてもよかった。また、

のうちな一ぐちの授業の比嘉光龍先

はとても面白い人で沖縄語の歴史

と現在のことについて教えてくれた。

本当に勉強になった。いっペーにふ

ぇーでびたん。

リ先生の後期日本語の授業で「桃太郎」の劇

たちと発表した。僕は経験があまりな

くて、そして恥ずかしかったけどチャレンジしよ

うと思って、桃太郎のキャラクターを演技をした。

そして、私たちが少しギャグを入れて、とても楽

しい経験だった。

士」
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Un ano en沖縄

沖縄にきて、日本語を勉強すること以外に色々な文化的

で国際的なイベントにさんかした。

8月に、家族と一緒にお盆のうんけーとう一くいをして、道ジ

ュネーエイサーを始めてみた。園田エイサー青年会のパフォ

ーマンスを見るとエネルギーがすごくて、感動した。また、

お正月に初めて初日の出を見て、初詣も体験できた。

11月に JICAFESTIVALに県費たちと一緒に参加して、ペル

ーのブースにも参加した。そこで、ペルーの「マリネラ」と

「フェステーホ」という伝統踊りを発表した。

世界のうちな一んちゅーと関係がある活動もよくしていた。WYUA （世界若者

うちな一んちゅー連合会）と市町村の研修生たちと交流して、一緒に沖縄の歴史

や伝統文化を学びながら、楽しい時間をすごして、いっぱい思い出を作った。こ

の出会いから強い絆が出来て、みんなが自分の国の架け橋になれると思っている。

夏 (2015年 9月、沖縄県）と冬

(2016年 2月、兵庫県）の友愛キャン

プに参加した。夏に参加者が沖縄で

まってぢ冬に兵庫で集まる。 のこ

とについて勉強をして、兵庫県と沖縄
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のつながりがあると学んだ。出会った参加者のおかげでこの「友愛」

素晴らしい人と友達になって、嬉しい。

を感じた。

masica, al imento del alma 

今年、音楽的な年だった。音楽のおかげで、色々なイベ

ントに参加して、いっぱい音楽の友達ができた。

音楽活動について、そして、ウチナーチューの関係でう

るまラジオと RBCラジオにも誘われて、面白い経験に

なった。

沖縄で初めてワンマンライブした。一人で

ライブが出来る自信が、今までなかったけど、

色々な人が応援してくれて、やっとできた。 2

時間ぐらいのショーで、緊張してたし、とて

もきつかったけど、いっぱい親戚と友達が来

てくれて、最高だった。

また、プラザハウスと新しいライカムのショッ

ピングモールで歌って、有名な桜坂劇場とほかの

居酒屋でライブすることが出来て、とても素晴ら

しい経験ができた。デージ一楽しかった。そして、

第 30回北中城しおさい祭でバンドをくんで、発表

することができて、夢のようだった。
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と学びの一年だった。嬉

しい，楽しい、そして時々ストレス、

時々寂しい、悲しいと感じた。生ま

れた国とは、違う文化、習慣、言葉

を持つ国で、初めての一人暮らし。

時間やお金や、ゴミだしなど、背負

いました。

この一年間を振り返り、写真を見ていると、楽しそうな写真ばかりですが、そ

こにはうつらない人と人の関係も深く考えなければいけない場面があった。 「日

本人だから、沖縄の人だから、外国人だからしょうがない」と、今まで、単純に

思っていたことも、お互いの国の歴史、文化、バックグラウンドを知ると、より

深く理解することが出来た。私はこの一年で、成長することが出来たと思う。

沖縄県、財団、そして、ペルー沖縄県人会に、県費留学生として選んでくれて、

とても感謝している。私はペルーに帰って一年間で学んだ、理解、感じたこと

ペルーの皆さんに伝えていきたいと思う。

みなさん、私が「いちゃりばちょうで」の心は忘れない。また、世界のどこか

で会いましょう。いっペーにふぇで一びる！
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とが多いとわかりました。このことが、自分自身のルーツやアイデンテイティ

一1一ついて考えるきっかけとなりました。また、このウチナーンチュ大会がき

っかけで、より一層、沖縄の親戚やウチナーンチュ大会で出会った沖縄にいる

友人たちに会いたいと強く思うようになりました。

そして、 2014年に沖縄へ行くことを決め、一人でーか

月間沖縄の親戚や友人に会いに行きました。親戚に会っ

は、記憶にないくらい昔のことなので不安もありま

したが、親戚のおじさんやおばさんが、私のことを娘の

ょうに受け入れてくれ、また、いとこたちは兄弟のよう

たので、安心したのと同時に嬉しい気持ちでいっぱいになり

ました。初めて出会った親戚と同じように、出会うとす

一家族の絆を強く感じました。わたしは、この旅の際

方の親戚や父が生まれた“与那”を訪ねること

決めていました。父はいつもヤンバルの“与那”出身で

と言っていましたが、初めは“与那”が何のこと

わかりませんでした。しかし、親戚の家を訪ねて、よう

やく“与那”が集落の名前であることがわかり、とても

しました。しかしながら、自分のルーツや沖縄につ

いての全てを理解しきることは、この一ヶ月という短い期間では足りないし、

以前よりも知りたいことが増えていき、もっと沖縄で勉強したいと考えるよう

になりました。そこで、自分の力でルーツを探す中で、成長していくためにも

沖縄留学をしようと決心しました。そして、今回ウチナーンチュ子弟等留学生

として、沖縄県に学びにくることができました。

沖縄県の大学の中でも沖縄県最北端にある

桜大学を選んだ理由は、私の家族のルーツが北部

にらるから
゜
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し
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など した。そして為実際に 活していく中で授業 理解を

深めることが出来ました。父がよく言っていた“ゃんばる”と言う言葉の意味

も、授業を通して知ることが出来ました。また、今までは見て楽しむだけで自

分が実際に踊るとは忠つ

舞踊にも名桜大学に

戦することが出来まし、一 O

な人々

みなかっ

ったおかげで挑

桜大学外では、三

町村研修生

線を習いに行きました。今までは、踊りたい、

弾きたいと思っていなかったこれら

能を実際にやってみて、観るよりも
l ,’'l'9l町1'1,I やへ傘→ゃ 'l|’IIIHI侃闊闇IlII,ll,1, ～ -、へ、-/ 星昌

しいと感じ、いつも仲間と共に時にはゆんたくも交えながら、技術を高めるこ

とが出来ました。琉球舞踊は、最後に名桜大学の忘年会で他の名桜生たちに披

露することができ、達成感を感じました。また、三線に関しては、この一年間

を通して、幾度か披露する機会がありました。他の沖縄県民や大学生な

費の仲 に弾く― 来き、

芸能の素晴らしさを皆で感じ、共有することが出来ました。また、外国のウチ

ナーンチュにも沖縄県民に負けない、ウチナーンチュの文化や魂があるといっ

ことを伝えることが出来たと思っていま 7 o 

名桜大学で行われた沖縄県ウチナーンナユ

ミットや県内の様々な交流会イベントを通し、、

ブラジルのウチナーンチュコミュニティーにつ

いて伝えることができ、また、逆に他の国々の

コミュニティーについても学ぶことが出来まし

た。来てくださった方々と、アクテイビティー

などを通してお互いについて話し合う機会があり、お互

いの社会やコミュニティーについて理解し合うことが出

来 。私にとって疇同じ

と

ュとして、ロ

ュについ

しi-0



。ブ

中で、改めて自分がウデナーン

の り

でブ

に

たり

った

れ

ジル料理の屋台を出し、他の

ったりしてプ万ジル人魂

学外の活動では、 JICA横浜で移民について

日系人の言葉が私の

し‘

てく九ました。私1哀

悩んでいましたが、 1息女の言葉を

、-心‘的にこれだ！と思い、気持ちが楽になりました。また｀

常の中で親たちが伝えてきた一つ一つのここを大事にして是謝すること

さも教えてくれました。そして、自分の基盤となるルーツを自分自身がしっか

り理解していれば、自分をしつかりと持ち続けることが出来ると学びました。

学校や活動の無いときは、読谷の伯母の家に泊まりに行き、沖縄の一般家庭

の生活を体喚することが出来ました。ブデぐ川ルで両親や翠戚が一生懸命伝えて

た伝統と同じことを伯母がやっているのを見たとき、ブラジルの両親や親戚

ンチュ魂が絶えることのないように頑張ってくれているという

ことを改めて感じ、感動と共に感謝の気持ちでいっぱいになりました。そして、

自分自身もこれからウチナーンチュの伝試や魂か枯れることのないよう、弓1き

糾いでいきたい、と強く思いました。

回の留学で初めて親元を離れ一人

たのですが％一人暮らしでは、すべて

り、これから自

分

バリ
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たのですが、沖縄に来て％自分のルーツを知るために家族の移民歴史を学んで

いくうちに、みんなそれぞれ自分自身で道を選び、その道をしつかり歩いてき

たと理解することができました。今は、沖縄留学によってしつかりと）レーツを

理解し、新たな一歩を踏み出すきっかけになったので、私も家族の絆を大切に

しながら自分の人生もしつかりと歩んでいきたいと思い←フ 0

留学は終了しますが、ここで得た学びを大切にし、ブラジルでもさらに学び

を深めていきます。また、ブラジルに帰国したら家族の企業を支えながら、ブ

ラジルのウチナーンチュコミュニティーに沖縄で学んだことを伝えていきたい

と考えます。これまで海外に移民してきたウチナーンチュがどれほど苦労して

たかわかりません。その苦労の中、ここまでウチナーンチュの文化を伝えて

きてくれた人々に感謝したいです。また、この一年間で出会った人、学んだこ

とをこれからもずっと忘れず大事にし、この思い出を糧にこれからも頑張っ

いきたいと思います。最後になりますが、この一年間一緒に暮らした家族、

の友達、県費留学生の仲間と出会えたことに心から感謝し 0-- 7 o 

；，＼っペー！こ＂＂ ＂―・ - "'' 。ii I I^~! 1 ＇^ I I 
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僕と沖縄

新井ブライアン隼人（カナダ）

沖縄県三線製作事業協同組合

僕はどれぐらいこの島を知っているんだろ、分からない。

僕は8年前に沖縄に十日間沖縄を観光をしました。その短い時間で首里城、平和祈

念公園、琉球大学に行きました。僕はその十日間琉球大学でえいさーをやったり平

和祈念公園で第二次世界大戦の苦しい時を学びました。当時の僕は沖縄の歴史を

知らず楽しんでいました。それから7年後僕は親から県費留学プログラムにおうぼ

したらと聞かれました。僕の兄は4年前県費留学生として留学しましたので僕が

入れるか入れないか自信ありませんでした。うんのおかげで受かりました。そし

て4月からは沖縄県の県費留学生として来ました。僕は三線製作を選び、 1年間三

線の世界に入りました。沖縄の三線組合に入り、僕は枝川先生の店でお世話

になりました。そこで僕は三線の歴史や作り方、そしてけいこも受けました。な

ぜ僕は三線製作を選んだかと色んな人から聞かれました。その答えは僕が十三歳の

時に沖縄にいた時琉球大学で少しえいさーをして三線の音に惚れました。えいさーの

雷のようなたいこと踊る人の力を全力を出す叫びの中で小さな音を聞き興味を持

ちました。その音は大きくない、小さくない、だが低い音と違い高い音と違い優

しい音でした。僕はその優しい音が好きでした。その優しい音にひかれ三線に興

味を持ちました。
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それから僕は枝川先生の店で三線の作り方やけいこを受け三線の形しゅるい

や音楽の流派を学びました。そこで僕は先生に初め会った時、僕は先生にいい三

線は何年かかるんですかと聞き先生は「芸能は人それぞれだから」と言いました。

僕は感動しました。その感動の気持ちを持ち三線せいさくに使いたいと思いまし

た。始まりは人口かわを作りそしてさお作りに入りました。木を削る作業は高校

の時に少しやりましたけど、楽器をつくる木削りはやった事はないです。せいさ

くの後は僕は三線を弾くけいこを毎週火曜日の夜でやっていました。そこで先生

の生徒さんと会い仲良くなりました。この時僕は沖縄の人ってなんと優しいんだと

思いました。たとえ僕があんまり日本ごを喋れなくても皆さんはとっても温かい

気持ちを僕は受け入れました。その温かい気持ちは沖縄の人だけじゃなくて県費

留学生の皆さんも同じで僕は感動しました。留学生の皆さんと会う前は僕はとって

も不安でした、僕は人見知りなのでとっても心配していました。だがみんなは優

しくてうれしかったです。

僕は友達の家族の歴史や国の事を聞き、いつか皆さんの国に行きたいと思いまし

た。皆さんの話を聞いて僕は自分の家族の歴史に興味を持ち、僕のおばあさんの

所に行きました。そこで学んだことは気やく百年前僕のひいひいおばあさんはカナ

ダに移民したと聞きました。 き した。ひいおばあさんの時に謬民したと忌でてl,

ました。その事を習い僕は少しずつ家族の事を勉帷したいと忌いましこ沖

族と話し僕は三線せいさくと三線の弾きかたも学びました。｛員は沖網に来る前に三

げ）戸~．，名ヽ
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線 弾けませんのでいつも緊張しました。初心者である僕は枝川先生にコ

に参加して見ろと言われ、参加しました。そして僕は先生のスパルタの

ツ人ンを受けました。厳しい時もありましたけど、先生の愛情は分かりやすかっ

たので僕は気にしませんでした。三線を4月に始め、 7月にコンクールに出演し僕

はコンクールに弾く曲あはぶしを朝、昼、晩、夜、弾きました。そしてコンクー

ルの日僕は胸をはって弾きました。結果は落ちました。少しはへこみましたけれ

ど、周のに人たちは僕をはげましてくれました。

沖縄の人は優しいです。

コンクールも終わり僕は三線せいさくに集中しました。時々店の中見て先生の三

線作りを見て僕は感動しました。こんな近くで、沖縄の伝統芸能が誕生するのは多分

沖縄の人さえ見たことない思います。沖縄の凄い所は伝統芸能が百年以上経って

も現在に存在してることだと思います。
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先生の仕事を見て僕も頑張りたいと思いました。7月の終わりに僕の初めての三線が完

しました。人生初めて楽器を作って感動しました。自分の手でーから初めて

成するまで作るのは本当に凄い気持ちでし 1-0

完成した時の感想は今でも覚えています。作った三線はできるだけ弾い
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されました。秋田も沖縄と同じく優しい年上の方もいて毎日平和でした。そして

、那覇と違い東京は世界の中での都会を代表する所だと思いました。

と沖縄と違い東京はいつも忙しくて驚きました。県外から戻った時僕は沖縄

は平和だと思いました。

秋田の畑

東京スカイツリー

沖縄に戻った後二丁目の三線を始めました。今回はできるだけ一人で、先生に

言われ、挑戦して見ました。僕はできるだけ作っていましたけどとても遅かった

した、その遅さのせいで3丁目はできませんでした。 2丁目は2016年の2月に完成

• I IIとこJ.| 1が八：らんで：「3V) 
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僕はこの一年間で沖縄の文化とか歴史とほかの国の方々と会い
゜

げさ

まで僕は沖縄の事を前より好きになりました。十三歳の自分と比べ僕は沖縄の暗

い過去も習い気持ちが少し痛かったでしたけど、年上の方々と子供たちの笑顔

見て、元気になりました。沖縄の人たちの笑顔は沖縄の朝日みたいでとても明る＜

て周りの人を元気する力だと思います。その力を受け僕は辛いときでも前に進

る事ができたと思いました。小さい島でありながら世界の人たちがあつまってお互い

の文化を学んで少しずつ新たな文化が始まると思います。三線だってもともと

中国からきて琉球王国にきて少しずつ変わって沖縄の伝統芸能を代表する楽器

になりました。僕は沖縄に来て南米や、ヨーロッパや、アジアの方々に会えて勉

強になりました。沖縄は世界に会えるしまだと思いました。海外の人から三線の

を聞き僕はびっくりしました。たとえ沖縄からはなれても三線を弾いてる人や作っ

てる人がいることは凄いと思いました。三線の音は僕にとって、心に響く楽器

と思いました。僕は帰国した後三線をカナダでも弾いてまた沖縄に戻ってお世話

になった人の前でまた弾きたいです。
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オキナワから沖縄へ～文化の継承を求めて～

金城晃アレックス （ボリビア）

松本料理学院

ハイサイ！ぐすーよちゅーうがなびら！わんね一金城晃アレックスやいびん！

ゆたしくうにげーさびら！ ！オキナワといっても沖縄県ではなく地球の反対側の

南米ボリビアにあるコロニアオキナワです。

僕の故郷コロニアオキナワは61年前に新たな暮らしを求めて約2か月の船旅を経

てボリビアにたどり着いた人たちが作りました。始め、目の前には広大なジャング

ルが広がっており皆で力を合わせ木を切り倒しながら最初の移住地「うるま移住

地」が誕生しました。しかし、原因不明の熱病「うるま病」

が蔓延、さらには近くの川が氾濫を繰り返し、とても暮らし

てはいけず二度の大移動を経てようやく現在の移住地にた

どり着き、これからの成功を願い「コロニアオキナワ」と

名付けました。

そのオキナワで僕は生まれた僕は当たり前の様に日本語

を話していましたが実は 4歳まで日本語を全く話さなかっ

たそうですが、祖母からもらった一つのビデオテープを毎

日のように見て日本語を覚えていったと母に聞かされまし

た。今思えば祖母がそのビデオをくれなければ今みたいに

日本語を話せなかったでしょう。

僕に沖縄を教えてくれた

ひいおばあ

んな僕が「沖縄」

げるひいおばぁ

知った
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ベ こら ぃ いて「ひい

ぁ

リと 出 り不 9。 オしlcl:..T
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し いなかっ 沖縄 がド マ と「 つ
゜
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っぱい ん

かと。 ないボリビ

鮮明に し＼

゜
I-、-し-一

いと

れから ロニ し、

4 （ l J l 

ら
l

つ

だっ

くという

いてい

と

こと

イツアー」に応募したいと

の研修に応募しなさいと

り
f

ら

らら

ヽ

しi-O

の時をじっくり

っ

しi-0
一令< しつ

こ

こ

「ジュニ

つせ行くなら

ことにしまし，＿。

んなやんちゃな中学時代を終え、高校に進学し、改めて当時を振り返えると

ことの大事さがようやくわかり、とても後悔しました。なぜあの時しつかりと

を聞かなかったんだろう。なぜちゃんと勉強しなかったんだろうと、そういう思

いが芽生えこれからは気持ちを新たに、自分がウチナーンチュとしての誇り

にこれから生きていこうと思いました。

し％

ぃ



います。しかし、そんな気持ちとは裏腹に自分のルーツでもある沖縄の料理の事

もほとんど知らないと感じ、どうにか知る方法はにかと、そこでウチナーンナユ

子弟等留学制度を見つけました。憧れの沖縄への留学がある！沖縄へ行ける！しか

も伝統芸能習得コースに琉球料理を学べるコースがある！まさに一石三鳥だと思

い、思い切って応募しました。見事にウチナーンチュ子弟等留学生として受け入

られ那覇市にある松本料理学院で勉強することになりました。

さて、前振りがかなり長くなりました。ここからはこの一年間の留学について

話そうと思います。

初めての沖縄はイメージとは真逆でした。憧れの青い海、赤瓦の屋根、白いサ

ンゴの道などはどこにもなく、周りは近代的なビルばかりでした。沖縄がこんな

にも都会だとは思ってもみませんでした。そんな戸惑いもありつつ僕の沖縄での

生活が始まりました。

うことになった松本料理学院では琉球料理をメ

菓子、おもてなし科の授業も受けることになりました。

に、家庭料理科、洋

琉球料理科

料理の授業では院長の松本嘉代

子先生の下、勉強が始まりました。先

生の授業は日々学ぶことが多く、どん

な質問をしても一つ一つ丁寧に答えて

くれました。ボリビアでの琉球料理と

いえばゴーヤーチャンプルー、そばな

どですが授業を受けるにあったってた

くさんの料理があることに焉きまし． Iー。

例 ツキ・ヨ ‘ 
..-.’ユー:>・ ---・,-9 し＼
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つ

゜
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ている 3つの講習会です。一つは琉球新報社主催のお正月に作る琉球料理です。

このイベントのために前もって撮影会をやりました。その他にも前日に試食作り、

材料の切込み、当日は朝から試食の箱詰めをしたりなど大変でしたが毎年やっい

ると聞き、感心しました。そしていざ講習会が始まると目の前には約 600人の観

客がいました。びっくりしました。たくさんの観客が来るとは聞いていましたが、

予想を超えていました。僕の役目は観客のみなさんに試食を配ることと、何かあ

った時のためにスタンバイする事でした。その場にいるだけでとても緊張しまし

た。そして講習会は無事終わりました。しかしその二日後にはもう一つの講習会

が待っていたのであまり安心できませんでした。なぜなら次の講習会では先生の

助手の一人が来れないということで僕が第二の助手を務めることになりました。

それを聞いたときびっくりして本気で断ろうかと思いましたが自分の中で覚悟を

決め、いざ講習会に臨みました。

この講習会は沖縄タイムス社主催でお正月に作る和食をテーマとした講習会で

す。前日不安であまり眠れずそのまま会場に行き、講習会が始まっても緊張が収

まらず、内心「どうか無事に終わりますように。何も起きませんように」と何度

も思いながら作業をしていました。講習中は少しバタバタしましたが何とか無事

終えることができました。終わった瞬間肩の力が一気に抜け、ほっとしたのを覚

えています。

講習会で作った料理。右から琉球新報主催の琉球料理のお正月料理。左は沖縄タイムス主催の和食の

お正月料理

し空い

し，＿。
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僕はこの 3つの講習会を通してとても成長できたと思います。前日の試食作り、

材料の切り込み、当日は朝早くから箱詰めなど大変でした、前の日の夜は心配で

なかなか眠れなかったです。でも松本先生をはじめ、先生の助手の儀間さんと名

嘉さんに助言をもらっていなければ講習

生方には本当に感謝しています。

うまく なかったと思います。先

この一年間琉球料理を学び先生が大切にしていきたいといわれていた行事料理

などもいくつか教わりました。ハマウリ、シーミー、旧盆、お正月料理など。旧

盆の重箱料理の具や並べ方、数など学びちゃんとした決まりがあることを初めて

知りました。ボリビアでも旧盆は行われますが、このような りがあることを

知っている人はあまりいません。帰国したらこの教えを生かしていきたいと思い

ました。

僕は松本先生の下で勉強できて本当に運が良かったと思います。先生は琉球料

理を残したいと強く思っていて僕も琉球料理があまり普及されていないボリビア

で作り、将来的にはボリビアのウチナーンチュ達に興味を持ってもらい琉球料理

の大切さを受け継いでいければいいと思います。そのためにこれからも頑張っ

いこうと思います。

家庭料理科

琉球料理とは別に家庭料理の授業を受けました。がなは理恵子先生の下で様々

な国の家庭料理を学びました。授業は週 3回で各授業違う生徒さんなので毎回沢

山の人と触れ合うことができました。 20代の女性たちから 70代の男性まで幅広い

年齢の方と授業を受けました。自分は少し人見知りの部分があるので最初のほう

はあまり話などできませんでしたが少しづつ慣れていき今では皆と仲良くなれた

と思います。生徒の皆さんはそれぞれ個性があり、毎回新しい発見を見つけるこ

とができました。

庭科の授業は上にも誓い

！ご

へ
戸

れ
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家庭料理の授業とは別にがなは先生は沖縄電力で田の料理体験の講師をやっ

おり、その授業の助手をやることになりました。最初は先生に言われるがままに

前日準備をし、当日沖縄電力に行き、ことの大きさに気付き、一気に緊張が走り

ました。そのまま体験教室が始まりました。初の助手はとっても緊張しました。

IHを扱うこと自体初めてで時代の進歩を感じました。 IHは火を使わないので揚げ

物をしても全然火事の心配もなく調理できます。それから那覇、浦添、うるま、

名護とこの箇所を回り体験教室のお手伝いをしました。回を重ねるごとに IHの教

室が楽しくなりました。 IHという時代の進歩を感じ、また先生の助手を務めるこ

とで多くの事を学びました。誰かの助手をするということはめったにない機会な

のでとてもいい経験になりました。先生に迷惑をかけなかったことを祈っていま

す。

先生と事務局の金城さんにはい

つも助けられていました。色々な

相談に乗ってもらったり、的確な

アドバイスをいただいたりしまし

た。僕の何気ない質問に対しても

僕が求めてる以上の答えが帰って

きていつも助かりました。一年間

本当にありがとうございました。

洋菓子

月に一度、ケーキの店「Duo」のオーナーシェフ、異那覇政義先生が洋菓子の授

業を教えてくださいました。一緒に授業を受ける皆さんは松本料理学院に何年も

通っているベテランの方々でした。フ

菓子からアメリカ莫子などを習

うことができました。 のほうは全

然帽九ていなくて生地の涙ぜ方なども

う吉くいかなかったです。それでも先

生［立予句殴い門瞑リ亨えて”ださ！ ま`し

-6 l 



た。先生の教え方はとても分かりやすく回を重ねるごとにうまくできるようにな

り先生から「うまくなったね。」と言われとても嬉しかったです。

授業ではババロア、エンゼルフードケ

ーキ、デビルスフードケーキ、アップル

パイ、レモンパイなどを作りました。そ

の中で一番印象に残っている授業は「カ

ルデナルシュニッテン」というお菓子を

習った授業です。このお菓子は先生のお

店で実際に売られているメニューでとてもおいしいお菓子です。そのお菓子を習

うことができとてもラッキーでした。作り方は難しいですが帰国して作りたいメ

ニューの一つになりました。

の授業で一番心に残った言葉があります。それは、最後の授業の日に言われ

た言葉です。その日は最後の授業だったので、いつも以上に気合を入れて授業を受

した。授業が終わり、先生と記念撮影した後に言われた言葉がとても印象に残

っています。それは「料理の世界でもそうだけど、お菓子の世界では進むにつれ必

きな壁にぶつかる。その時は何をやってもうまくいかない。でもその壁を乗

り越えると必ず成功するよ。君ならその壁を乗り越えると思うよ。」という

きました。自分にはもったいない

に思いましたが嬉しさのほうが勝

り、これからもこの言葉を胸に頑張っ

いこうと思いました。

那覇先生一年間ありがとうございま

した。これからも一生懸命頑張り
゜

いまし t-o し り「

こ名
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早退メニュー作り芝始めました。悩みに位 し‘t::*・ら！～不、

た。それでもやはリぷつけ本番でやるのI古

会をすることになりました。買い出しに苫き~ ったメニュー

した。そのあとに我那覇先生といろいろ話しながらメニュー

迎えました。思っていたより生徒さんがいてびっくりし

、授業を授業を受ける人たちの前

授業が始まり、僕lまとにかく｛可事もなく終わってほしいという思い

た。初めての料理教室I哀なんだか不思議な慰じでした。質問と

えれたと思いますし、料理の味付けなどもうっかりと

リ

かなと
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もらいました。渡嘉敷島で見た海は 海の中で一 した。この海

こそが僕が今まで見たかったものなんだなと思いました。

WYUAのメンバーには盛大に歓迎会を開いてくれたり、自分た

くれたりといつも僕らに良くしてくれました。メン／

ー＋招待し

沖縄の未来

について語り、それを行動に移していることがとてもすごいなぁと思いまし,_0 

僕の沖縄への思いよりはるかに強いので、僕はまだまだだなと思い、これから

縄／オキナワのために色々頑張りたいと思いました。

た、中学時代にお世話になった派遣教師の先 も再会することができました。

、名嘉先生、松尾先生と再会し、皆さん元気そうでなんだか安心しまし

た。数年ぶりに会う先生方とは、色々な思い出話が弾みました。自分がヤンチャだ

った中学時代の話や、少年野球の南米大会でボリビア代表初のベスト4に進出した

大会の話など、話し出したらキリがなく、いつも楽しかったです。また、当時あまり理

解しようとしなかった、自分のルーツの話になったりして、今までちゃんと聞いてな

かった事が申し訳なかったなと思いました。今はちゃんと自分の祖父母がどこの

出身か分かりますし、実際にその場所に足を運び、自分のルーツを知りました。ち

なみに僕の祖父母の出身は、母方の祖父は国頭村、母方の祖母は豊見城市、そして

に沖縄の話をしてくれ いおばあの出身は東村です。国頭村や東村に行っ

ょ；、：号臣： •.,なんだかコロニ に帰ってきた いは山が
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こミ際、おじぃ まれ育った i ―-てみて、なん ． 三：― 足りな

し＼ が埋まっ 。なん ＜ 相 た 活 し

を想像し 。戟時中は、ロ i［ご子供たちを 逃げて

し＼ あと l, ¥ し
゜

し I '-''0 

はこ 間 で会 った にお世話に り し 。だ ら

て されたこと 1) お返し し し つ 、ボリ に 際

でよければいるんなと 案内します。

は、この一年間留学していく中で．開常に帰国後何が

のほうは、新生活に慣れるので精いっぱいで、あまり

いまし、,_0 

匁〖号 1刀がたつにつ

分には何ができ

ようになり、

ば考

中、琉球料理の反菜を受ける中で、あ

生の想いを聞いた時です。先生は

に琉球料理を受け継ぐ人

前まで引退

いると

これから何を

眠れなく

始めまし'-o

い

励み始めたそうです。その想じを蘭いて、僕は考えました。 1兵

は食：汀化が普及してし'

は多くいますが、

か？エイサー W などの芸能

料理という沖縄の大切な文化を受け継1.，

つ

i+ i) 

い

のか。

、松本

土

ぐ心でい

は少

~ こ

いです。そこで僕は婦図し、この一年で学んたことを作り、伝えこここい、ボリビ

アのウチナーンチュに少しでも興味を持ってもらい、将来的にはたくさんの人に

琉球料理の素晴らしさ、大切さに気付いてもらい、普及、網承につなげていきた

いと思います。そして先生のように後輩たちに指導できる存在になる事。それが

僕の夢、そして目標になりました。

一年間本当にお世話になりました。いっペーにふぇーで一びた

な仁
口、）一



沖縄での思い出

山中メガーン好美カリスタ（アメリカ）

沖縄県立芸術大学

4月7日沖縄に来ました。色々な人に会った。そして親戚といっしょにシーミーに行

きました。シーミーは初めてしました。でもいい経験でした。そのあと WYUAたちとい

っしょに海に行ってパーティしました。みんなは県費留学生を温かく歓迎してくれました。

4月から 6月まで紅型を習いました。私は紅型が本当にきれいと思います。だからわ

くわくしました。紅型はアメリカの染と違います。なので、 1回の紅型タペストリーは

あまりきれいじゃない。でも頑張りました。 2回のタペストリーはもっときれいでした。

そして少しずつ上手になりました。初めた時、先生の型紙とデサインを染めました。紅

型の染が特別なテクニックとやり方があります。だから練習のために、先生の型紙とデサ

インを使いました。

染め方が上手に出来たあと、自分のデサインを作りました。コースターの型紙をいっ

ぱい作りました。そして先生が4個選びました。その型紙は「しゃばり」しました。

「しゃはり」は手聾きからステンシルを作る過程です。

-66-



コースターの型紙が終わったあと、私はてんぷす那覇に入りました。あそこで働い

時、人にいっぱい会いました。沖縄の人はやさしいと思います。みんなは私に色々な

ことを手伝いました。だから私は本当に嬉しいです。てんぷす那覇で紅型をいっぱい勉

強しました。そして英語だけ話す観光客を手伝いました。時々、お客さんがいっぱいあり

ました。なので、私たちは本当に忙しかった。 6月はとても楽しかったです。

7月1まちょと夏休みがありました。色々なところを見に行きました。でも、首呈城に

行きませんでした。平和通りとほかのアーケード街を探りました。そして、た＜

白い人と話しました。休みが終わってから、日本語学校に行きました。芸大に行くため

に、日本語をたくさん勉強しました。本当に頑張りました。 7月 25日は私の誕生日で

した。オリオンビーチクリーニングに行きました。台風が来ましたから、みんな本当に

ビーチのために掃除しました。とても楽しかったで 7 O 

8月は日本語を勉強しました、たくさん宿題がありました。 私の日本語は本当にレ

ベルアップしました。県ぴ留学生といっしょに山原に行きました。私は間に合わなかった。

でも山原でたくさん習いました。 山原クイナはとてもかわいいです！
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けど、海が大好きだからオリオンビーチクリーニングはだいじと思います。み

んなのためにビーチをそうじしたら、私はうれしいです。

10月から私は沖縄県立芸術大学に行きました。 1年生といっしょに工芸 1に入りま

した。

さいしょ私たちは漆をやりました。 A5サイズのパネルをデサインしました。そして貝

を切りました。貝はとても小さいなので漆は本当にむずかしいです。漆でパネルに貝を

ります。そしてパネルを漆に塗ります。一日とくべつなはこにパネルを置きます。乾

いたら、カッターで貝をあぶり出します。また塗ります。漆は少しずつ形作るので、

とても時間がかかります。私は漆にあまり興味ありませんでした。でも、漆はとても面

白いと思います。

漆の終った後、陶芸をしました。学生たちはいっしょに陶磁を作りました。足で混ぜ

て、陶磁を色々な形に作りました。 私はばけものみたいな皿を作りました。 みなさ

んはいっぱい面白い形を作りました。作り終わったら、私たちは陶芸をぜんぶ焼き窯に

入れました。大きな火を作りました。そしてみんなの陶芸をやきました。陶芸をやき終

わったら、私たちはマシュマロといもをやきました。とても楽しかった。

次の授業は染でした。アメリカで色々な染めものを習いました、でも筒描染は初めて。

力と我慢は必要です。一番目はせんだけのデザインをしました。簡単なデザインは問題

ないと思いました。でも私はぜんぜん間違いました。チップを準備する時、私は小さい

方がいいと思いました。でも、のりはぜんぜん出さなかった。

洗ったあと私はぎざぎざのせんが好きでした。アフリカのワックスプリントと似て

る。そして二番目はアフリカらしいデザインになりました。アフリカでワックスプリ

ントの不備は問題ないです。不備はみんなとくいになります。私の好きなワックスプ

リントは、明るい色とジオメトリック形だから、二誉目はこの感じになりました。
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1月4日学校に帰りました。工芸 1の最後の授業は織物でした。織物は初めてではあ

りませんけれど、最初から間違いはどんどん積もりました。 1回綜は間違いました。そ

してもう 1回間違いました。 2回直したあと、織りきを準備しました。織り時は糸をい

っぱい直しました。そのあとから織り方は大丈夫でした。私は織方が好きですから、早

く終わりました。準備の方はむずかしい。そして私はいつも間違います。

28日で工芸 1は終わりました。ですから、 2月に日本語とスクリーン印刷授業まだ

ありました。

日本語の試験はむずかしい。でも 4月から私の日本語はたしかによくなりました。 1

年間の間で日本語をいっぱい勉強しました。そしてもう少し上手になりました。たぶん

試験よく出来たかもしれない。スクリーン印刷はアメリカでいっぱいやりました。けれ

ど生地だけ印刷しました。授業で紙と Tーシャツを印刷しました。紙は生地と似てる。

だからあまり問題はありません。ですから、 Tーシャツの方はちょっと違います。難しく

ない。でも本当に気を付けてする方です。

授業が終わったら、すぐ友愛キャンプに行きました。今度のキャンプは兵庫県で花リま

した。なので飛行しました。冬に行きました。そして兵犀県はとても寒いでした。温度は

沖網より寒かったけれど、沖縄の方はたふんもっと寒く感じることがあったと思います。

兵庫県あまり凰がありません。 して沖網の風はいつも強いのて、沖縄の方が寒いと思
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いました。友愛キャンプは4日で短いと思いました。朝から深夜まで兵庫のみなさんと

話しました。そしてみんなが本当に仲良くなりました。

翌週県費留学生は横浜に行きました。雨がいっぱい降りました。なので私たちあまり

旅行しませんでした。でも横浜は楽しかったです。中華街に行きました。そして美味

しい食べ物いっぱい食べました。その間にレストランの人と面会しました。色々な移民

のことを聞きました。そして中華街の移民歴史をたくさん習いました。又ブラジルの留学

生と話しました。移民のことをよく考えました。

2月の終わりから私はもうすぐアメリカに帰ります。けれど、この経験は絶対に忘れ

ません。 1年の間は私はたくさん、たくさん習いました。そして友達と仲良くなりまし

た。本当にすばらしい 1年でした。
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